
11
月
1７
日
㈮
、
弟
子
屈
町
公
民

館
に
て
令
和
５
年
度
弟
子
屈
町
自

治
会
連
合
会
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
株
式
会
社

リ
ン
ク
ア
ッ
プ
佐
々
木
氏
を
講
師

に
招
き
「
ス
マ
ホ
教
室
～
自
治
会

で
の
L
I
N
E
の
活
用
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

L
I
N
E
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

正
し
く
活
用
す
る
こ
と
の
利
点
を
説
明
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
実
際
に
友
達
追
加
や
グ
ル
ー
プ
の
作
成
、
グ
ル
ー
プ
通
話

等
の
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
使
用
す
る
上
で
の

疑
問
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
L
I
N
E
の
使
用
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

1０
月
1９
日
㈭
に
厚
岸
町
の
シ
ー
サ
イ

ド
ホ
テ
ル
で
「
令
和
５
年
度
釧
路
管
内

町
内
会
連
絡
協
議
会
研
修
交
流
会
」
が

開
催
さ
れ
、
当
連
合
会
か
ら
野
田
口
会

長
と
事
務
局
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
釧
路
方
面
厚
岸
警
察

署
の
藤
瀬
課
長
の
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
で
、

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
を
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
視
点
と
歩
行
者
の
視
点
に
分
け
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
医
療
法
人
社
団
田
中
医
院
の
認
定
作
業
療
法
士
で
あ

る
瀬
下
氏
よ
り
「
町
内
活
動
と
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
、
住
民
の
高
齢
化
や
認
知
症
患
者
増
加
の
現

状
と
そ
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
、
特
に
、
認
知
症
予
防
の
一
つ

と
し
て
自
治
会
活
動
に
お
け
る
役
割
の
大
切
さ
に
つ
い
て
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。

年
頭
の
ご
挨
拶

弟
子
屈
町
自
治
会
連
合
会　

会 

長　

野 

田 

口 

昌 

明

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。旧
年
中
は
、当
連
合
会
に
対
し
格
別

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
5
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
5
類
感
染
症
に
移
行
し
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
生
活
に
戻
る
動
き
が
各
所

で
垣
間
見
え
ま
す
。ま
た
、例
年
と
比
べ
て

全
国
的
に
感
染
者
数
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
感
染
の
リ
ス
ク
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
も
引
き
続
き
感
染

予
防
対
策
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
ご
自
身

や
周
り
の
方
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
で
は
子
ど
も
や
高
齢
者
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
様
々
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
交
流
を
深

め
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
、ま
た
、自
治
会
内
で
の
よ
り
円
滑
な
情

報
共
有
や
情
報
交
換
に
役
立
て
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
11
月
に
当
連

合
会
の
研
修
会
で
「
ス
マ
ホ
教
室
～
自
治

会
で
の
L
I
N
E
の
活
用
」
に
つ
い
て
講

演
し
て
い
た
だ
き
、
各
自
治
会
の
皆
様
と

L
I
N
E
の
使
い
方
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
当
連
合
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」の
相
互

扶
助
の
精
神
で
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
地
域
を
確
立
す
べ
く
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
て
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
に
お
き
ま

し
て
も
当
連
合
会
事
業
に
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康

を
心
よ
り
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
年
頭
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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単位自治会の現況（敬称略）
№ 自 治 会 名 会 長 名 加入戸数
1 1 町 内 竹森　英彦 49
2 2 町 内 山口　洋司 38
3 あ け ぼ の 町 宗像　昭夫 36
4 万 翆 町 近松　哲男 17
5 4 町 内 小林　俊夫 46
6 5 町 内 小家山　勝 18
7 湯 元 親 交 会 瀬野　英紀 29
8 元 町 菊池　　浩 17
9 7 町 内 風祭　保夫 27
1０ 高 台 勝呂　　清 117
11 湯 の 島 野田口昌明 87
12 見 晴 台 熊谷　和則 107
13 美 羅 尾 ヶ 丘 舘　　郁男 185
14 𫟰別温泉桜町 藤田　利道 86
15 泉 町 近江屋　茂 431
16 旭 町 越山　康弘 23
1７ 日 の 出 塩沢　紀雄 53
18 す ず ら ん 丘 谷内　和秀 174
1９ 摩 周 町 長谷　壽人 66
2０ 南 弟 子 屈 小澤　重則 43
21 仁 多 山内　功丞 27
22 最 栄 利 別 新木　　栄 19
23 𫟰 別 山村五十三 63
24 美 留 和 芳賀　正美 86
25 札 友 内 切原　裕民 15
26 川 湯 駅 前 松田　政幸 47
27 川湯温泉まち 大浦　健一 53
28 川湯温泉第3 二日市　壮 22
29 川 湯 敷 島 町 横田　憲治 154
30 川 湯 跡 佐 登 鶴岡　卓爾 70
31 屈 斜 路 金澤　賢二 76
32 原 野 摩 周 粥川　裕光 13
33 原 野 若月　　繁 17
34 奥 春 別 岡林　牧人 46
35 下 仁 多 江上　和彦 20
36 川 湯 み ど り 石岡　　謙 20

合　　　　　　　計 2,397

○すずらん丘自治会（会長　谷内　和秀：174戸）

すずらん丘自治会では令和5年6月25日、すずらん丘自治会創立
5０周年を記念し、式典並びに祝賀会が会員皆様のご参加により盛大に
開催されました。ご来賓として、徳永哲雄町長様、勝呂清弟子屈町自
治会連合会副会長様、奥田禎之環境生活課長様のご臨席を頂き、お祝
いの言葉も賜りました。

また、長年自治会の役員を務められた5名の方に感謝状と記念品
が贈られました。

その後、祝賀会に入りこれまで
の思い出話など5０周年の節目を祝
うとともに、新たな一歩を踏み出
しました。

○美羅尾ヶ丘自治会（会長　舘　　郁男：185戸）

例年秋に開催されておりました当自治
会文化体育部主催のパークゴルフ大会、今
年は4年ぶりに奥春別交流パークゴルフ場
で開催されました。

競技に引き続いて美羅尾ヶ丘会館横の広場
で懇親会が開催されました。

なお、平成2９年まで美羅尾ヶ丘自治会夏祭
りの中で開催していた「こども縁日」も6年ぶ
りに、今年は当自治会生活部の主催でパークゴ
ルフ大会の懇親会と併せて開催されました。

集まったたくさんのこどもたちも懇親会に混ぜてもらってジンギ
スカンなどをいただいた後、射的やビンゴゲームを楽しみました。

■ 連合会の主な動き（令和５年１月～令和５年12月） ※（　）内は会場及び出席者等

弟子屈町自治会連合会広報第22号発行（事務局）
第2回弟子屈町二十歳のつどい（文化センター・野田口会長）
第12回弟子屈町フォトコンテスト審査会 （文化セン
ター・野田口会長）
令和4年度　第1回弟子屈町都市計画審議会（役場・野
田口会長）

「北海道議員　きりのき茂雄」弟子屈町事務所開き（旧
万代ストアー・勝呂副会長）
令和4年度弟子屈町防災会議（役場・野田口会長）
第4回阿寒摩周国立公園弟子屈町川湯温泉地区再整備
に関する協議会（川湯ふるさと館・横田副会長）
令和4年度弟子屈町自治会連合会第2回役員会（役場・
野田口会長ほか役員、事務局）
令和5年度弟子屈町自治会連合会定期総会及び令和5
年度弟子屈町交通安全運動推進協議会定期総会（公民
館・各自治会）
令和5年度弟子屈警察官友の会総会（摩周観光文化セ
ンター・野田口会長）
令和5年度釧路管内町内会連絡協議会総会 （釧路市役
所・野田口会長、事務局）
てしかがえこまち推進協議会定期総会（文化センター・
横田副会長）
弟子屈高校の教育を支える会総会（委員会室・勝呂副会長）
令和5年度 （一社）北海道町内会連合会総会（書面会
議・野田口会長）
釧路北部消防事務組合創設5０周年記念式典（文化セン
ター・勝呂副会長）

弟子屈町社会を明るくする運動推進委員会総会（公民
館・野田口会長）
すずらん丘自治会創立5０周年記念式典（すずらん丘会
館・勝呂副会長）
令和5年度第1回弟子屈町地域公共交通活性化協議会

（委員会室・横田副会長）
令和5年度弟子屈町戦没者追悼式（福祉センター・野田口会長）
第5回阿寒摩周国立公園弟子屈町川湯温泉地区再整備
に関する協議会（川湯ふるさと館・横田副会長）
第1回弟子屈町地熱資源活用協議会（委員会室・野田口会長）
弟子屈町・日置市姉妹都市盟約4０周年記念事業　日置
市特別訪問団歓迎交流会（屈斜路プリンスホテル・勝呂
副会長）
令和5年度第1回釧路定住自立圏共生ビジョン懇談会

（釧路市役所本庁舎4階 会議室・野田口会長）
令和5年度弟子屈町表彰審査委員会（公民館・野田口会長）
令和5年度第2回弟子屈町地域公共交通活性化協議会

（書面会議）
弟子屈町消防団秋季演習（弟子屈消防署・勝呂副会長）
令和5年度弟子屈町総合防災訓練（川湯・横田副会長）
令和5年度釧路管内町内会連絡協議会研修交流会（厚
岸町・野田口会長、事務局）
弟子屈町自治会連合会研修会（公民館・各自治会員）
令和5年度第3回弟子屈町地域公共交通活性化協議会

（委員会室・横田副会長）
交通安全大会（公民館・勝呂副会長）
弟子屈町歳末警戒街頭啓発（町内・勝呂副会長）
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